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自由大気中の気象電気現象

特にその影響が著しい．従来静穏日として晴天の日の気

象電気現象を取出して統計していたが，これは特別な場

合で代表的なものとは云えない．

　　　　　　　　　§5　結　　論

　成層圏より地表附近までの自由大気中の気象電気につ

いての概観を述べたが，成層圏ではその下部に凝結核の

存在の有無が問題となっており，今後の観測に期待する

処が大きい．対流圏内では交換層が最近クローズアップ

されて来た．これが気象電気現象に及ぼす影響が頗る大

きく・特に凝結核はこの分野のみならず，気象現象にも

重要な役割を演じているが，伝導率，電位傾度或は大イ

オンを測定する事により核の変化を知る事が出来るの

で，応用面への利用も充分考えられる．地表附近の観測

には色々の影響が入って代表的な値を求める事が難し

い．今後は高山を含めた高層における絶えざる観測の続

行が望ましい．終りに平素御指導を賜っている畠山気象

研究所長，北岡高層課長に厚く御礼申し上げる．また御

便宜を賜った北川信一郎氏に感謝する次第である．
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日本気象学会創立75周1年記念事業資金寄附者名簿（9）

　昭和32年5月12日から6月8日までに御寄附を頂いた

方々（到着順）は次のとおりです。なお　これをもって

申込領収証に代えさせていただぎます。もし揚載漏れの

方がありましたら至急御連絡下さい。
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